
議
員
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
で

も
取
り
上
げ
た
、
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
、
市
民
の
不
安
や
関

心
が
あ
る
問
題
で
あ
る
。
令
和
７
年

度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
小
国
地
区
簡

易
水
道
の
取
水
井
掘
削
工
事
を
機
会

に
、
ぜ
ひ
検
査
を
実
施
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
で
は

「
水
道
法
の
基
準
値
と
し
て
法
的
に

義
務
化
さ
れ
て
か
ら
実
施
す
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、

県
内
で
暫
定
指
針
値
の
約
10
倍
を
超

え
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
検

出
さ
れ
る
事
例
が
報
告
さ
れ
、
市
民

の
関
心
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
小
国
・

葛
川
地
区
の
簡
易
水
道
、
平
六
・
大

木
平
地
区
の
小
規
模
水
道
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
水
質
検
査
に
つ

議
員
当
市
に
お
け
る
部
活
動
の
地

域
移
行
※
１
の
取
組
状
況
は
。

答
令
和
６
年
２
月
に
児
童
生
徒
・

保
護
者
・
教
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
教
員
の
多

く
は
地
域
移
行
に
賛
成
、
保
護
者
も

過
半
数
が
休
日
の
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

参
加
に
肯
定
的
で
し
た
が
、
金
銭
的

負
担
や
送
迎
へ
の
懸
念
も
多
く
、
段

階
的
な
進
行
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
、
様
々
な
声
を
集
約
す
る

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
学
校
関
係

者
・
保
護
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
協

議
会
を
設
置
し
ま
す
。

議
員
市
は
ど
の
よ
う
に
地
域
移
行

に
関
わ
る
の
か
。

答
協
議
会
の
中
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
や
関
係
団
体
の
意
見
を
踏
ま
え

て
、
学
校
単
位
で
移
行
可
能
な
部
活

動
を
整
理
し
、
指
導
者
や
団
体
の
確

い
て
、
６
月
中
に
採
水
及
び
検
査
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

議
員
今
回
、
検
査
を
実
施
す
る
方

向
に
方
針
転
換
さ
れ
た
こ
と
に
安
心

し
た
。
ぜ
ひ
検
査
を
し
て
、
そ
の
結

果
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

保
、
運
営
費
用
、
送
迎
の
課
題
な
ど

を
把
握
し
な
が
ら
、
市
が
総
合
調
整

を
行
い
、
最
適
な
実
施
体
制
を
模
索

し
て
い
き
ま
す
。

議
員
改
革
推
進
期
間
内
で
着
実
に

準
備
を
進
め
る
べ
き
。
関
係
機
関
等

と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
、
役
割
分
担

が
明
確
に
な
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
保
護
者
の
理
解
・
協
力
も
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
信
頼
関
係
の
構
築

と
丁
寧
な
説
明
が
求
め
ら
れ
る
。

ことば
※１　部活動の地域移行
　　　�これまで主に学校の教員が担っていた部活動の運営や指導を、地域のスポーツクラブや

文化団体、民間の指導者などに移行していく取組。　

平川市のいろいろな問題など、議員が市に考えを聞くのが一般質問。
議会だよりでは、質問した議員ごとに１項目を抜粋して記載しています。 一般質問

大木平第２水源の取水施設

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
検
査
、

　
　
　

地
域
の
安
心
へ

部
活
動
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の

心
の
成
長
を
願
う

齋
さい

藤
とう

律
りつ

子
こ
 議員

小
お

野
の

　誠
まこと
 議員

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
水
質
検
査

部
活
動
の
地
域
移
行
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議
員
観
光
施
設
を
訪
れ
る
人
が
、

よ
り
地
域
に
お
金
を
落
と
せ
る
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
は
。

答
外
貨
の
獲
得
は
、
観
光
振
興
や

地
域
経
済
の
発
展
に
重
要
な
要
素
と

考
え
て
い
ま
す
。
猿
賀
公
園
エ
リ
ア

で
は
土
産
品
の
種
類
や
販
売
場
所
が

限
ら
れ
て
お
り
、
改
善
が
必
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
観
光
協
会

と
連
携
し
、
缶
バ
ッ
ジ
の
商
品
化
や

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
製
作
な
ど
、
新
た

な
展
開
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

議
員
外
国
人
観
光
客
に
、
観
光
施

設
を
よ
り
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の

取
組
は
。

答
市
で
は
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
サ
イ
ン
の
多
言
語
化
、
翻
訳
ア
プ

リ
の
導
入
等
を
支
援
す
る
補
助
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

議
員
高
齢
者
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
し
、
市
は
ど
の
よ
う
な
取

組
や
今
後
の
計
画
を
考
え
て
い
る
の

か
。

答
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
基

礎
疾
患
の
あ
る
高
齢
者
が
重
症
化
す

る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
同
ウ
イ
ル
ス
の

成
人
の
感
染
・
発
症
に
つ
い
て
は
国

の
調
査
対
象
外
と
な
っ
て
お
り
、
市

と
し
て
流
行
状
況
を
把
握
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
現
時
点
で
は
高
齢

者
向
け
の
個
別
の
取
組
は
予
定
し
て

い
ま
せ
ん
。

議
員
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は

令
和
６
年
１
月
か
ら
接
種
可
能
と
な

り
、
高
い
予
防
効
果
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
接
種
費
用
が
高
額
だ
が
、
市

の
助
成
の
考
え
は
。

答
厚
生
労
働
省
の
専
門
部
会
で
も

議
員
外
国
人
観
光
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
方

法
は
。

答
外
国
語
で
作
成
し
た
観
光
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
『rakra

×
平
川
』
の
配

置
や
、
観
光
協
会
で
は
新
た
に
猿
賀

公
園
エ
リ
ア
の
多
言
語
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

定
期
接
種
化
が
議
題
に
挙
げ
ら
れ
た

が
検
討
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
状
況

で
す
。
市
と
し
て
も
現
段
階
で
助
成

を
行
う
判
断
は
難
し
く
、
今
後
の
国

の
方
針
や
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

議
員
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

は
、
健
康
な
時
期
か
ら
始
め
る
一
次

予
防
が
大
切
。
医
療
費
の
削
減
に
も

つ
な
が
る
。
前
向
き
に
検
討
願
う
。

一般質問

外国語で作成した「rakra×平川」

農林水産省政務官室にて

▲

外
貨
獲
得
の

　
　

仕
掛
け
づ
く
り
は

発
症
前
の
一
次
予
防
が

極
め
て
重
要

葛
か

西
さい

厚
こう

平
へい
 議員

中
なか

畑
はた

一
ひ

二
ふ

美
み
 議員

議長公務 農林水産省と経済産業省へ要望！
東北市議会議長会の理事会が行う実行運動に石田隆芳議長が参加しました。この実行運動では、内閣府や
各省庁での対面による要望のほか、国会及び各政党に対しては要望書を郵送しています。

高
齢
者
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

観
光
振
興

3

平川市議会YouTubeチャンネル

議会中継はこちらから。



議
員
急
速
に
進
行
し
て
い
る
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
が
市
政
全
般
に

関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
鳥
獣
害

対
策
に
も
大
き
く
影
響
し
て
き
て
い

る
。
耕
作
放
棄
地
や
放
置
林
が
野
生

動
物
の
す
み
か
と
な
っ
て
い
る
現
状

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
①
ク
マ
、
イ
ノ

シ
シ
な
ど
鳥
獣
の
出
没
状
況　
②
住

宅
地
に
ク
マ
が
出
没
し
た
際
の
対
応

手
順　

③
里
山
に
お
け
る
緩
衝
帯

（
バ
リ
ア
・
ゾ
ー
ン
）※
２
に
つ
い
て

伺
う
。

答
①
令
和
７
年
４
月
か
ら
６
月
現

在
ま
で
に
、
ク
マ
７
件
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
１
件
の
出
没
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

②
通
報
が
あ
れ
ば
、
速
や
か
に
現
場

を
確
認
し
、
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

住
宅
地
内
に
出
没
し
た
場
合
は
、
平

川
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
の
っ
と

り
、
県
や
警
察
署
と
情
報
共
有
し
て
、

議
員
全
国
的
に
ネ
ッ
ト
依
存
の
児

童
生
徒
が
増
加
し
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、
当
市
の
小
・
中
学
生
に
お
け

る
実
態
把
握
と
対
応
策
に
つ
い
て
伺

う
。

答
ネ
ッ
ト
依
存
に
特
化
し
た
調
査

は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
毎
年
、

情
報
端
末
の
利
用
時
間
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
長
時
間
利
用
の

傾
向
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
対
応
策

と
し
て
は
、
全
校
で
年
１
回
の
情
報

モ
ラ
ル
教
室
を
実
施
し
、
学
級
活
動

や
道
徳
の
授
業
を
通
じ
た
啓
発
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

議
員
私
自
身
、
市
民
か
ら
の
相
談

を
受
け
、
当
市
で
も
ネ
ッ
ト
依
存
が

進
行
し
て
い
る
懸
念
を
感
じ
て
い
る
。

答
弁
さ
れ
た
対
応
策
に
加
え
、
早
期

対
応
の
た
め
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等

の
客
観
的
ツ
ー
ル
の
導
入
を
強
く
求

関
係
課
が
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。

③
集
落
と
山
林
の
間
に
設
け
る
緩
衝

帯
や
電
気
柵
の
設
置
は
有
効
な
対
策

で
す
が
、
行
政
と
地
域
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
市
の
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
へ

の
意
識
啓
発
や
情
報
発
信
を
通
じ
て
、

必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

議
員
ク
マ
は
私
た
ち
の
す
ぐ
そ
こ

に
迫
っ
て
い
る
。
回
答
か
ら
は
市
の

本
気
度
が
伝
わ
ら
な
い
。

め
る
。
ま
た
、
低
年
齢
層
へ
の
予
防

や
段
階
的
支
援
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

整
備
、
先
進
的
ア
プ
リ
や
認
知
行
動

療
法
の
活
用
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。
ネ
ッ
ト
依
存
は
脳
に
影

響
を
与
え
る
依
存
症
で
あ
り
、
市
全

体
で
予
防
か
ら
回
復
支
援
ま
で
を
含

む
、
総
合
的
な
対
策
を
構
築
す
べ
き

と
提
案
す
る
。

ことば
※２　里山における緩衝帯（バリア・ゾーン）とは
　　　�人と野生動物が住む場所を分ける境のこと。雑木林の手入れや防護柵の設置などで

整備されます。

平川市のいろいろな問題など、議員が市に考えを聞くのが一般質問。
議会だよりでは、質問した議員ごとに１項目を抜粋して記載しています。 一般質問

７月１日市内に出没した熊

令和６年度情報端末アンケート結果

市
民
の
命
を
守
る
た
め
に

先
手
必
勝
の
心
構
え
を

総
合
的
な
予
防
対
策
を

佐
さ

藤
とう

　保
たもつ
 議員

葛
か

西
さい

勇
はや

人
と
 議員

令
和
７
年
度
の
鳥
獣
被
害
対
策

児
童
生
徒
の
ネ
ッ
ト
依
存
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議
員
公
有
地
の
樹
木
植
栽
の
管
理

と
対
応
状
況
は
。

答
猿
賀
公
園
北
側
、
お
の
え
荘
と

の
境
界
付
近
の
水
路
脇
に
あ
る
樹
木

に
つ
い
て
は
、
伐
採
お
よ
び
土
砂
の

撤
去
を
行
い
ま
す
。
ロ
マ
ン
ロ
ー
ド

ト
イ
レ
北
西
側
の
樹
木
に
つ
い
て
は
、

落
ち
葉
な
ど
に
よ
り
隣
地
に
影
響
が

あ
る
た
め
、
伐
採
お
よ
び
剪
定
を
し

ま
す
。
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
の
植
栽
に

つ
い
て
は
、
樹
木
の
伐
採
お
よ
び
剪

定
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
館
公
営
墓
地
に
つ
い
て
は
、
高
所

作
業
用
の
重
機
が
入
れ
な
い
た
め
、

手
の
届
く
範
囲
で
伐
採
・
撤
去
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
全
て
の
支
障
木

の
撤
去
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
計

画
的
に
撤
去
等
を
行
い
、
引
き
続
き

適
正
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

議
員
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
隣

議
員
学
力
向
上
の
た
め
の
施
策
、

学
習
支
援
や
Ｔ
Ｔ
※
３
の
活
用
状
況

は
。

答
指
導
計
画
の
整
備
、
学
習
支
援

員
の
活
用
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
な

ど
を
通
し
て
確
か
な
学
力
を
身
に
付

け
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
習

支
援
員
は
小
・
中
学
校
13
校
に
19
名

配
置
し
、
Ｔ
Ｔ
教
員
は
中
学
校
３
校

に
各
１
～
２
名
配
置
し
て
い
ま
す
。

議
員
Ｔ
Ｔ
制
度
の
課
題
は
。

答
Ｔ
Ｔ
教
員
が
必
ず
し
も
専
門
教

科
の
教
員
で
は
な
い
こ
と
が
課
題
で

す
。
教
科
担
任
と
の
打
合
せ
や
各
校

で
配
置
を
工
夫
す
る
な
ど
で
対
応
し

て
い
ま
す
。
学
校
訪
問
時
に
状
況
を

確
認
し
、
指
導
助
言
を
続
け
ま
す
。

議
員
授
業
中
、
児
童
生
徒
が
居
眠

り
し
て
い
た
場
合
、
教
員
と
し
て
ど

う
対
応
す
る
か
。

地
に
越
境
し
た
樹
木
・
生
け
垣
の
対

応
に
つ
い
て
、
改
正
さ
れ
た
民
法
２

３
３
条
「
竹
木
の
切
除
及
び
根
の
切

取
り
」
の
内
容
と
Ｑ
＆
Ａ
を
広
報
ひ

ら
か
わ
に
特
別
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
周

知
で
き
な
い
か
。

答
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
周

知
の
ほ
か
、
固
定
資
産
税
納
税
通
知

書
へ
啓
発
用
チ
ラ
シ
を
同
封
し
、
周

知
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

方
法
を
継
続
し
つ
つ
、
広
報
紙
等
で

丁
寧
な
情
報
提
供
に
も
努
め
て
い
き

ま
す
。

答
ま
ず
は
起
こ
し
て
授
業
参
加
を

促
し
、
授
業
後
に
居
眠
り
の
原
因
を

聞
き
取
り
ま
す
。「
分
か
ら
な
い
」

「
つ
ま
ら
な
い
」
と
い
っ
た
要
因
も

考
え
ら
れ
る
た
め
、
生
徒
が
参
加
し

た
く
な
る
授
業
づ
く
り
を
目
指
す
よ

う
先
生
方
へ
伝
え
て
い
き
ま
す
。

議
員
授
業
の
充
実
、
生
徒
指
導
の

充
実
と
い
う
目
標
達
成
の
た
め
に
は
、

教
師
と
児
童
生
徒
の
信
頼
関
係
が
大

切
で
あ
る
。

ことば
※３　ＴＴ（ティームティーチング）
　　　�複数の教師が協力して授業を行う方法。

一般質問

猿賀公園の越境した枝

落
ち
葉
対
策
も
万
全
に

教
え
る
力
×

　
　
　

つ
な
が
る
力

石
いし

田
た

昭
あき

弘
ひろ
 議員

山
やま

谷
や

洋
ひろ

朗
あき
 議員

公
有
地
の
樹
木
植
栽
の
管
理

学
校
教
育
指
導
の
方
針
と
重
点

5

平川市議会YouTubeチャンネル

議会中継はこちらから。


